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チ オ ン 性界
．
面活性剤 に よ る イ オ ン 浮選 との 関係 を 明 らか

に す る こ と が で き た．

　 終 わ りに ，有 益 な助 言 を 賜 わ ．
っ た 東 海大 学 教 授佐 々 木

恒 孝．先 生 に 厚 く 御 礼 を 申 し 上 げ ま す．又，実験 に 協 力 し

て くだ さ っ た 道 勘 寿子，大 酉 洋 之 両 技 官に 謝意 を 表 し ま
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　 Ion 血ota 重ion　of 　rnetcury （皿 ）．
SuEMITsu

，
　Toshikazu 　N ［INAI 　 and 　Toru 　HlRosE （Faculty

of 　Engillee血 g，　 Ehimc 　 University，3−1，　 Bunkyo−cho ，
Matsuyama −shi

，
　Ehimc ）

　Ion　fiotation　of 　mercury （II）in　sodium 　 chloride 　 solu −

tions　with 　catienic 　surfactants ，　cetyltri 皿 ethyl 　ammonium

chloride （CTMAC ）and 　cetylpyridinium 　chloride （CPC ），
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was 　 investigated，　 From 　I　2．O　mi 　 Qf 　 sodium 　 chloride

・・lu［i・ns ｛（0・1− 4・0）Pt1｝ ・・ ntaining 　 20　 t・ 100　PPm
Hg （II）and 　2・06 × 10−3　M 　GPC ，93％ of 　mercury 　was 　re −
moved 　by　bubbl血 g　nitrogen しhrough 　2．7dx20 　cm 　cell

飴 r20 　to　30　minu しes　and 　95％ of 　mercury 　wi 山 CTMAC
oi
’
the　 same 　 concentra 匸ion　 under 　 similar 　 trcatment ，

The 　 reac ［ion　 between 　 chloro 皿 ercury （II）ate 　 ions　 and

the 　surfactants 　can 　be　assumed 　as　fbllows：

（π
一2）R ・ Gl一＋ HgCll 万一2）一

　　津 R （n−2）［HgCl 司十 （万
．−2）CI

一

where
，　R ＋ means 　the 　surfactant 　cation 　and 死 represents

the　 mea 皿 coordinate 　 number 　 of 　 Gl− in　 the　 complex

anion ．　 The 　 relation 　 between 　 the 皿 ean 　 coordinate

number 　 of 　 the 　 ligand　 C卜 and 　 the　 concentration 　 of

chloride 　ion　was 　obtained 　from　the　molar 　ratie 　method

and 　 also 　 by 　 the　 continuous 　 varia ［ion　 mcthod ．　 The
existence 　of 出 e　sl）ecics 　of 　HgCls

−
and 　HgC142 −

could

be　ascertained ．

　　　　　　　　　　　　 （Receivcd　Oct ．17
，
1975）

　Kevmonts

Chloromercury （II）ate 　complexes

Ion　fiotation

Mcrcury （II）

Sodium 　 chloride 　 solution

イオ ン 交換クロ マ トグラ フ ィ
ー に よ る筋肉中の

カル ノ シ ン ， ア ン セ リン ， バ レニ ン の 定量

西沢　直行
＊

，　 高 野　 靖
＊ ＊

，　 神 立 　 誠
＊＊＊

（1976　年 　1　月　5　目 受 理 ）

　 イ t ン 交換 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ーに よ る 筋 肉 中 の カ ル ノ シ ン ， ア ン セ リ ン

，
パ レ ニ ン の 分離 ， 分 析 精度

の 向 ．L，分 析 の 迅 速 化 を試 み，よ い 結 果 を得 た ．

　 分 折 は ，56xO ．25cm の カ ラ ム に 強 酸 性 陽 イ オ ン 交 換樹 脂 Aminex　A −5 を 50cm の 高 さ に 充 て ん

し，ニ タ ノ ール を 2．5％ 含 ん だ ク エ ン 酸緩衝 液 （pH 　 4．15
， ナ ト リ ウ ム 濃 度 0．38M ）で ，カ ラ ム 温 度

57℃ ，緩 衝 液 の 流 量 5．4ml ／h で 行 った．　 本方 法 に よ り，ア ミ ノ 酸，エ タ ノ ール ア ミ ン ，ク レ ア チ ニ

ン の 存在下 で ， カ ル ノ シ ソ ，ア ン セ リ ン ，
バ レ ：＝ン が 迅 速 に 精 度 よ く 定 量 で き る，分 析 所 要 時間 は カ ル

ノ シ ン ま で で 5 時 間 40 分 で，分 析 精度は （100± 1．2）％ で あ った．本方法に よ る 筋肉の 1 回 の 分析 必 要

量 は 0 ．029 で あ る． マ ッ コ ウ ク ジ ラ ，
ス ジ イ ル カ，ヒ キ ガ エ ル ，ホ タ テ ガ イ の 筋 肉 に パ レ ニ ン の 存 在

が 認 め られ た．

東亰大学農学部農 芸 化 学科 ： 東 京 都 文京 区 弥 生 1−1−1

現 在 　
＊

岩 手 大 学農 学 部 農 芸 化 学 科 ： 岩 手 県 盛 岡 市 上 田 3−18−8

　　
＊ ＊ 味 の 素 中 央研 究 所 ： 神 奈 川 県 川 崎 市 川 崎 区 鈴 木 町 1−1

　　
＊ ＊＊
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1 緒 言

　 筋肉中に 存在 す る カ ル ノ シ ン LA’ ar

（β
一ア ラ ニ ル ）ヒ ス

チ ジ ン ］， ア ン セ リ ン ［Na −
（β
一
ア ラ ニ ル ）一π

一メ チ ル ヒ ス

チ ジ ン ］ の 定量法 に は ジ ア ゾ 反応 を利用 した 吸光光度法

と ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

に よ る 方法が あ る． 吸光光度法
1〕

で は カ ル ノ シ ン の ほ か に 共存 す る ヒ ス チ ジ ン も発色す る

が ， 筋肉中の 遊離 ヒ ス チ ジ ン が少 な い た め カ ル ノ シ ン と

ヒ ス チ ジ ン の
．
合計量 を カ ル ノ シ ン の 1直と して い る．そ の

た め精密分 析 に は 適 さ な い と い う欠点 が あ る・イ オ ン 交

換 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

に よ る カ ル ノ シ ン ，ア ン セ リ ン の

定量 に っ い て は 古 くは Davey2 ） が報告 して い るが ， 今

口， 広 くそ の 定量に 用 い られ て い る の は ， Moore らの

原理 3 ）4 ） に 基 づ くイ オ ン 交 換 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

に よ る

方法
5〕
−S ）で あ る・鯨肉な どに は カル ノ シ ン

，
ア ン セ リン

の ほ か に バ レ ニ ン ［Na −
（β
一
ア ラニル ）

一
τ
一

メ チ ル ヒ ス チ

ジ ン ］ が存在す る，こ れ ら の 混合物 の 定量法 に つ い て は

須 山 C
）
9）10） が 報告 し て い る が ，

バ レ ニ ン と カ ル ．ノ シ ン の

分離 は ト分 と は い え ず ピーク は テ ーリン グ して い る，

又，分析所 要時間 は 22 時問で あ る．

　著者 ら は ，
Moore らの 方 法 に 更 に 改良 を加 え，筋肉

巾の カ ル ノ シ ン
， ア ン セ リン 及 びバ レ ニ ン の 定量を目的

と し て 分離，分析精度 の 向上，分析の 迅 速化 を試み ， よ

い 結 果 を得 た の で 報告 す る，

2 実 験

　2・1　試料の 調製

　2・1●1 標準物質　 カ ル ノ シ ン ，ア ン セ 1）ン
，

バ レ ニ

ン は マ イ ル カ ，
メ バ チ マ グ ロ ，ナ ガス クジ ラの 筋 肉 か ら

そ れ ぞ れ 単 離 し た も の
11 ） を 約 4FMIinl に な る よ うに

pH 　2．2 の ク エ ン 酸 緩衝液 に 溶か して 使用 した．

　2・1・2　筋肉試料の 調 製 　　Tallan ら lz）の ピ ク リン 酸

に よ る除 た ん ぱ く法 に 従 っ て 筋 肉 の 抽 出 物 を調 製 し た．

す な わ ち ， 筋肉約 0 ・59 に 約 10 倍量 の 1％ ピ ク リン
．
酸

を加 え ， ワ
ー

リ ン ブ レ ン ダーで 10分閙ホ モ ジ ナ イ ズ し ，

10000rpm で 10 分 間遠 沈 した．そ の 上 清液 を D ・wex

l× 8 ｛塩 素形，（200〜400）メ ッ シ ュ｝の カ ラ ム に 通 し て

ピ ク リン 酸 を除 い た ・次 に ， そ の 流出液 を ロ ータ リーエ

バ ボ レ
ー

タ
ー

で 減圧 乾 固 し，0．OIM 塩酸 0．5ml に 溶

か し て 試料溶液 と し た ．

　2。2　装　置

　 ア ミ ノ 酸 自動 分 析装置 （柴 田 AA −600 型 ） を使 用 し

た．

　 2・3 イ オ ン交換樹 脂 と イ オ ン交 換 カ ラム の 調 製

　強酸性陽 イ オ ン 交換樹脂 Aminex 　A −5 （ス ル ホ ン 化 ボ

リ ス チ レ ン ージ ビ ニ ル ベ ン ゼ ン 共 重 合 体 ，架 橋度 8％，球

形 ， 粒子 径 （10± 2）FM ，ナ ト リ ウ ム 形，　 BIO −RAD 社

製）を 56 × 0・25cm の カ ラ ム に 50c皿 の 高 さに 充て ん

し て 使用 し た ．樹脂 の 充 て ん は ，先 を細 く した 駒 込 ピ ペ

ッ トで 樹脂 の 懸濁液 をと り管壁 をつ た え な がら徐 々 に注

ぎ， 初 め （2〜3）Cln 詰 っ た と こ ろ で 窒素 ボ ン ベ か らガ．ス

で 約 7kg ／cm2 の 圧 をか け 充 て ん を 早め な が ら行 っ た，

こ の 操作 を （4〜 5）回繰 り返 し て 50cm の 高 さ に し た．

カ ラ 厶 が 細 い た め 注意深 く行う必要 が あ る．

　2 ・4　緩 衝 液

　 MODre ら
3｝4）の ク エ ン 酸緩衝液 （ナ ト リウ ム 濃度 O．38

M ） に エ タ ノ
ー

ル を 2．5％ 添加 し pH 　 4，15 で 使用 し

た．

2・5　ニ ン ヒ ドリ ン 溶液

Spackman ら 4） の 方法 に 従 ．．
） て 調 製 した．

　2’6　分 析 方法

　筋肉約 0 ．02g 相当量 （容量 に し て 約 20pl） を カ ラ ム

に 添加 し，緩衝 液 の 流量 5．4ml ！h，　 ニ ン ヒ ドリ ン 溶液

の 流量 2．2 皿 ▽h，カ ラ ム 温度 57℃ で 分析 を 行 っ た ．

こ の 時 の カ ラ ム の 背圧 は ］5 ．5kg ／cm2 で あ っ た．記 録

は，打 点 聞 隔 1点 ／3 秒，記録用紙の 送 り速度 90cm ／h

で 行 っ た・カ ル ノ シ ン まで の 分析所 要時間は 5 時聞 40

分で あ っ た・

3 結 果

　3 ・1　pH の 影 響

　 ク レ ア チ ニ ン と ア ン セ リン ，バ レ ニ ン と カ ル ノ シ ン の

分離に 及 ぼす緩 衡 液 の pH の 影響を Fig．1 に 示 す．

　Spackman ら
4〕

の 方法で は ，カ ル ノ シ ン ， ア ン セ リン

付近 の 溶 出順 序 は ， N τ一メ ヂ ル ヒ ス チ ジ ン （3一メ チ ル ヒ

．ス チ ジ ン ），ア ン セ リ ン
， 　 トリプ トプ ア ン ， ク レ ア チ ニ

ン ，カ ル ノ シ ン で あ り，トリ プ トフ ア ン と ク レ ア チ ニ ン

は カ ラ ム 温度 の 上昇 と と もに ア ン セ リン よ りも一
層早 く

溶出 さ れ る こ と が 分か 一．．・て い る
7 ）13 ）．　 こ の こ と を利用 し

て ，
カ ラ ム 温 度 57℃ ，緩衝液 の pH 　4 ．24，緩衝 液 の エ

タ ノ ール 儂度 2，5％ の 条件 で， カ ル ノ シ ン ， ア ン セ リ

ン ，
パ レ ニ ン ，ク レ ア チ ニ ン 及 び 塩 基 性 ア ミ ノ 酸の 混合

物 に つ い て ま ず 分析 を試 み た と こ ろ，ク レ ア チ ニ ン
，

ア

ン セ リン ，バ レ ニ ン ，カ ル ノ シ ン の 順序 で 溶出され る こ

とが 明 らか に ｝
’

s　・） た．しか し，ク レ ア チ ニ ン と ア ン セ リ

N 工工
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t

ン は ほ と ん ど分離せ ず ， 又 ，
バ レ ニ ン と カ ル ノ シ ン は 分

離度 （R 。）
t4） に し て 0 ・89 で あ り分離不 十 分 で あ っ た．

pH 　4．29 で は こ れ らの 分 離 は
一

層 悪 くな っ た ．そ こ で

pH を 4．15 に 下 げ た と こ ろ，ク レ ア チ ニ ン と ア ン セ リ

ン は ほ ぼ 完全 に 分離 し，
バ レ ニ ン と カ ル ノ シ ン の 分離 は

R
、 値 に し て 1・1斗 で あ り， 飛躍的 に 向上 し た．

2．0

0

。
曙

．
＝

05

三
身り

o

●

o

　　　　　　　　　：＼ 。

鹸 ．ム
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 pH

Fig．1　Effects　of 　pH 　on 　the 　separation 　Qf 　balenine

　　　　 and 　carnosine
，　 and 　 of 　creatinine 　and

　 　 　 　 an5erine

　 　 　 　
− ○ −

　　　 BH 工c 匚Linc　　己r1疋【　ca11具適Qsiπ匚c；　　　　　　　 ●
−　　　C 「eatinil

c 　 　　　and　an 罅cr

c 　3 ・ 2 　エタ ノール濃度

影 響 　 ク レ ア チ ニ ン とア ン
セ リ ン ， バ レ ニ ン と カ ル

シンの 分 離に及 ぼ す 緩衝 液 のエ ．タ ノ ール 濃 度
の
影響をI

g ． 2 に 示 す． カラ
ム
温

度 57 °G，pH 　 4 ． 15 で エタ

ール濃度 2 ． 5 ％ で は ク レ ア チ ニン と ア ンセリ ンはほ

完全に 分 離 し ， バ レ ニ ン と カルノ シ
ン と の 分離 はRs値

し て 1． 14 であり 良い結果 が得ら れ た ．し かし，

タノ ールを 含 ま ない 緩衝 液 で
は こ れ らの 分 離 はR

lにしてそれぞれ O ．91 ， 0 ．59 であ り ，エ タノ ー ル

分 離 に 影 響 を 与え て い る

とが明ら かにな っ た ． 　 3 。

槙  ｫ ア ミ ノ 酸 との 分離 　 塩 基性 ア ミノ 酸は Fig ．

ﾉ 示 す よ う に， 予想 ど お り アル ギ ニ ン を 除 き すべて

ン セリ ン の 前 に 溶出 さ れ， こ れ ら の ジ ペ

チド
の定量

に影

を与えない ． 　 　
D510 　　：鼻 ・　［ A ）

8　0． 4
　 　 　 　1　　ω ： 縄ll ご燦脚ヘ 　　　 ユ　　　　 2　　　　 3

　 　 　 4 　 　 　 　 5 　 　 　　6　　　　

　　　　　　　 　　　　Tin1ら　 hFig ．3 　Analysis 　of 　a 皿i

ure 　 of 　amino 　acids ， 　　　　 carnosine ， 　

Mscrinc 　and　balenine 　 　 　　（a） 4− Aminobut）’ ric　acifl ；（

jOrni 山ine
； （c）Etha ロot − 　

　 　　amSnc ；（d
） Tfypt・pll

； （ c ） Amm ・niai（ f ）正ysinc 　　　　 呂ロd　 Nπ　Tnctltylhis［idine ；　　（g）

Ilistidiiir ；　　（h）　 ハ厂τ 一 　　　　 MeしhyU・istidinc 　and 　 creuti

・ i ［ ； c；　（りArLserine；　（j）　　 　　Balenincs　　（k）　Carnesin

G 　 （ D 　Arginine ヨ　 　F正 rs 巳and 　　　 　soc 。ηd 　pc ・zks　 are 　tVr。 sLne
and 　 phenylalanine ， 　 and 亡 he 　　　 　o山¢racid 　and 　 neu ［ ral 　

ino 　 aclds　 arc 　 etuted 　 with 　　 　　pcaks 　of 　ollc

anoしhcr 　a

ad 　of　tVrosinc ． 　 3 ・ 4 　 分 析 精 度 　 （ 0
029 〜0 ．427 ） pM 　 の 濃 度範囲にお ける分析精 度を Ta

e 　 lに示 す ．いず れ も （ 1

±
1

．

2
）

％
を

越
え

こと

ﾍなく精度よく分析 で
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Table　2　Concentrations　 of 　 carnosine ，　 anserine

　　　　 and 　balenine　in　various 　 muscLes （mg ／

　　　　 1009wet 　 tissue ）

　 　 　 　 　 　 Ch｝
丼

説｛
感 菱残
　　 1　　 占

Carno5ine　　 　AlLsCl’ili匸　　 　BaLenine

　 　 　 　 　 　 　 　 　 h

Analysis　 of 　 a 　 skeletal 　 muscle 　homogenate

of 　bluc　 white 　dolpbin

（己）　Anscrlnei　　（b）　Balenine；　　（c）　Carnos｛nei 　 A

sampl じco ［rcsponding ［Q 　 O．UO59　 Qf 　 wet 　 ti∬ue 　 was

addcd 匚o 竃he　column ，

Fig．5
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Fig．6　Analysis　 of 　 a 　homQgenat じ of 　 toad 　 skeletal

　 　 　 　 muscle

　 　 　 　 （a）　Anserinc ；　　 （b）　Bale ロ ine；　　 （c）　（】arnosinc ≡　　A

　 　 　 　 samp 二e　 correspondiug にじ O．022g 　 of 　 we に tiss”e　 wa3

　 　 　 　 ［ddじd 【O　the 　column ．

ラ，ス ジ イ ル カ， ヒ キ ガ エ ル ，白 ネズ ミ，モ ル モ ッ ト，

家 ウ サ ギ の 骨格 筋 及 び ホ タテ ガ イの 貝 柱 の カ ル ノ シ ン ，

ア ン セ リ ン 及び バ レ ニ ン の 濃度 を Table　2 に 示す．

4 考 察

ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

に よ る 分 離 能に 影響 を与 え て い る

Spcrm 　wha 且c

Sperm 　whale 邑〕
Blue 　whi ［c　dolphil】
ToadS

［a1 且⊂〕PRatGuinea

　 pig

Rabbit
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a） Value 歸 by　 M ．Suyama 　 et　 at ．9 ：

大 き な要 因は 樹脂 の 粒子径
L5 ）

， つ ま り，樹脂相の 表面積

で あ る．本実験 で は ， 粒子径が 小さく しか もそ の 分布 が

均 一な球形 樹脂 を使用 した た め ，
ピ ー

ク は シ ャ
ープで 対

称形 を 示 し，そ の 結 果 と して 分 離 が 向上 した もの と考 え

られ る．ピーク の 対称 性に は そ の ほ か カ ラ ム の 温度が影

響 を 与えて お り，分析開始 の 温度 が 30℃ で 途中 50’C に

昇 温 す る分 析 方法 で は ピーク は 一般 に テ ーリ ン グす る．

本実験で は ， カ ラ ム 温度 は 57°C に 設定 して 行 っ た が ，

こ の 57°G 前後 の 温度 で は ほ とん ど分離 に 影響 は ない と

考 え られ る の で ， 厳密 に 57DC に こ だ わ る 必 要 は な い と

考 え られ る ．Fig・1
，
　 ffig・　2 に 示 され て い る よ うに ，

　 pH

が 低 い ほ ど ， 又 ，
エ タ ノ ー

ル 濃度 が 高 い ほ ど分離は 向上

す る が ， 本実験で は 筋肉中の カ ル ノ シ ン ，ア ン セ リン，

バ レ ニ ン を迅速に 精度 よ く分析す るの が 目的で あ り， 従

っ て ，
50 × 0・25cm カ ラ ム で pH 　4．15，

エ タ ノ ール 濃度

2．5％ と定 め た．そ の 結果 ， カ ル ノ シ ン ，ア ン セ リン 及

び バ レ ニ ン の 定量法 と して 優 れ た結果が得られ た．緩衝

液 の pH ，イ オ ン 強度，有機溶媒 の 濃度及 び カ ラ ム 温度

な どは ， 当然 ， 目的 に よ っ て ほ か の ア ミ ノ 酸の 分離 と の

関係 に よ 一
） て 定 め られ るべ きもの で あ る．Fig．3 に 示 さ

れ て い る よ うに，塩基性 ア ミ ノ 酸の 中で リ ジ ン は N ” 一

メ チ ル ヒ ス チ ジ ン （レ メ テ ル ヒ ス チ ジ ン ） と， N 「一メ チ

ル ヒ ス チ ジ ン は ク レ ア チ ニ ン と重 な っ て お りそ れ ぞ れ 定

量 は 不 可 能で あ る・ ト リプ トフ ア ン は ア ン モ ニ ア とほ と

ん ど分離 し て お らずや は り定量不 可能で あ る・しか し，
ヒ ス チ ジ ン は 単

一ピー
ク と して 溶出 さ れ て お り定量可 能

で あ る．又，オル ニ チ ン もエ タ ノ ール ア ミン と 約 50％

分 離 してお り 定量可 能 で あ る． β
一
ア ラ ニ ン は フ ＝ニ ル

ァ ラ ニ ン の す ぐ後 に 溶 出 され や は り定量 が 可 能 で あ る．

　 カ ル ノ シ ン ， ア ン セ リン ，バ レ ニ ン の 分布 と その パ タ

ーン は 動物種 に よ っ て 大 き く異な っ て い る こ とが この 実

験 で も わ ずか な 分析例で は ある が示 さ れ た （Table 　2）．

又，ホ タ テ ガイ に カ ル ノ シ ン が 存在す る と い う報告
le ｝D：

あ る が，本法 に よ る分析結果で は そ れ は ク ロ マ トグ ラ フ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society for Analytical Chemistry

NII-Electronic Library Service

lTh・ J 叩 ・ n 　 S 。 。 i ・ ty 　 f 。 ・ A ・ alyti 。 ・ l　 Ch ・ mi ・ t ・y

1

298 BUNSEK 匸 　 KAGAKU Vol ，2S 　（1976 ）

的 に は バ レ ニ ン で あ る こ とが 明 らか に な っ た （Table 　2）・

　 イ ル カ や ヘ ビ な どに 存在 す る と思 わ れ て い た オ フ ・イ デ

イ ン ［Na −
（β
一ア ラ ニ ル ）

−2一メ チ ル ヒ ス チ ジ ン ］IT ）
−23） は

NVolff24） や須山
11 ｝25 ］ らに よ っ て 否定され た の で あ る が ，

筋 肉 巾の カ ル ノ シ ン ， ア ン セ リン ，バ レ ニ ン の 生 化学的

機能 が ほ とん ど 明らか に さ れ て い な い 現 在
26 ），本定量法

は こ の 而 で の 研究を進 め る うえ で 有益 で は ない か と期待

して い る．

　 最後 に ， 本 研究 を 行 うに 当 た り終 始 ご協 力 し て 下 さ っ

た 東京大学農学部 農 芸 化 学 科 機 器 分 析 室 の 諸 氏，カ ル ノ

シ ン ， ア ン セ リン ，パ レ ニ ン の 結 晶 を提 供 し て くだ さ っ

た 東京水 産 人 学 須 山 三 干 三 教 授，マ ッ コ ウ ク ジ ラ ，ス ジ

イ ル カ の 筋肉試 料 を 提 供 し て くだ さ っ た 東 京 大 学 農 学 部

水 産 学 科 の 松 井 氏 に 深 く感 謝 の 意 を 表 し ま す．

　　　　　　　　（饗脇 環愚 聖 騾 劉
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　 Garnosi皿 e　［Na
−
（β
一alany1 ）histidine］，　 anserine 　［ハ厂ロー

（β
一alanyl ＞

一
π
一methylhistidine ］ and 　 balenine ［Na −

（β
一

alanyl ）
一
τ
一methylhistidine ］in　muscles 　could 　be　analyzed

simply 　 and 　 accurately 　in　 the　presence　 of 　amino 　 acids
，

ethanolamine 　and 　creatinine 　by　ion　exchange 　chromato −

graphy ．　 The　 resoluti 皿 of 　these 　dipcptides　in　 muscles

was 　 achieved 　 on 　 a 　 50 × 0．25　 cm 　 column 　 of 　 Amhlex
A −5ion 　 exchange 　 rcsin ．　 Sodium 　 citrate 　 buffer　 con −
taining 　2．5％ of 　ethano1 （0．38　M 　 sodium 　and 　pH 　4．15）
was 　uscd 　as 　an 　eluen し aLaHow 　ratc 　of 　5．4　ml ！h　at 　57°（】
throughout 　 the　 ana 亅ySis．　 The 　 analysis 　 time 　 was 　 5　h
and 　 40　min 　 through 　 carnosinc ．　 Tlle　 duplicate　 deter−
minations 　showed 　 the 　reproducibility 　of 　this　method 　to

bc　 wi 【揃 n （100土 1．2）％，　 The 　 sample 　 quantities　 cor −
responding 　 to　 O．02　g　 of 　 wet 　 tissue　 werc 　 optimum 　 for
this　 mc 山 od ．　 The 　data　in　 this 　 report 　indicated　that

balenine　 occurred 　 in　 the 　 skele 亡al　 muscles 　 of 　 sperm

whale
，
　blue　white 　dolphln　and 　toad

，
　 and 　in　 the 　muscle

・fs⊂ albP ．

　　　　　　　　　　　　 （Received 　Jan．5，1976＞
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